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吉身学区の人口動態 

（平成 27年５月 31日現在） 

■世帯数  ６，５１１ 
<前月比    ＋５> 

■人 口 １６，７９３ 
<前月比    －６> 

    

 

 

 ５月 30日（土）、吉身学区まちづくり推進会議は、東近江市の「滋賀県 

平和祈念館」と犬上郡多賀町にあるキリンビバレッジ滋賀工場へ管外研修 

に出かけました。 

 一般の参加者を含めた 36名は、午前中に滋賀県平和祈念館を訪れ、まず 

施設についての説明を受けた後、館内の展示を自由に見学しました。その後 

ボランティアの方々が作ってくださった戦時食の試食をしたり、紙芝居を鑑 

賞しました。 

 午後からはキリンビバレッジ滋賀工場にてペットボトル飲料のできるまでの行程や、ペットボトルの形成行程を

体験型ツアーで見学しました。 

 今回の研修では、特に平和祈念館において戦争中の体験談や収蔵品を見て、戦争の悲惨さや平和の尊さ、そして

命の大切さをあらためて感じることができた貴重な体験でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          今年度、みなさんはホタルをご覧になられましたか？ 

例年よりもホタルが飛びはじめる時期が早かったようですが、今年度も吉身学区の多くの場所

でホタルの飛翔が確認されました。吉身学区では守山市まるごと活性化プランに基づき、ホタ

ルプロジェクトに取り組んでいます。その活動についてご報告します。 

 

・吉身学区の川はホタルにとってすみやすい環境なのかしら？ 
～ 吉身学区を流れる川の環境調査とホタルの飛翔状況の調査をおこないました ～ 
 

 今後、吉身学区のホタルを守っていくためにどういった取り組みやルールが必要なのかを確認するため、各自治

会のホタルプロジェクト推進員で吉身学区を流れる川の調査を行いました。 

調査の項目は、①ホタルの幼虫の餌となるカワニナがいるか ②川床に砂や小石があるか ③水深 10～20 ㎝程

の水が年中流れているか ④川の南西方向に低木や雑草があり、太陽の陽がはいるか ⑤川岸は自然の石積や土手

があるか ⑥ＬＥＤ街灯や車のライト等で照らされない暗い水辺があるか ⑦幼虫が潜りやすい柔らかい土地が

あるか ⑧水際に卵を産みつけるコケなどが生息しているか ⑨コイやザリガニがいなく、小魚や水生昆虫がいる

か ⑩身近な自然を大切に守る意識のある人が住んでいるか 以上の 10項目です。 

調査の結果、吉身学区の川では、②や③の川床や水深といった川の中の様子にホタルの生息に適した環境が多く

のこされていることがわかりました。その反面、川の護岸工事等の整備がすすみ、⑥⑦⑧のような川の周囲の環境

がホタルにとっては厳しくなってきていることがわかりました。 

 

・自治会でホタル勉強会を開催されました！！ 
 
 ５月 30日（土）に立入自治会で、５月 31日（日）に吉身東町自治会で、 

小学生を中心とした子どもたちを対象にホタルの生態や生息環境を学ぶ勉強 

会を開催されました。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉吉身身学学区区ままるるごごとと活活性性化化事事業業～ホタルプロジェクト～ 

 

 

 

 

 

立入自治会のホタル勉強会の様子↑ 

←吉身東町のホタル勉強会の様子 

←吉身東町自治会では、川のゴミ拾いをしながら

子どもたちと一緒に川の環境調査をされました 


